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「ひまわりプール」の利用が開始されます 

  

 

 「ひまわりプール保存会」中心に復活へ向けて

進んでいる黒沢 3 丁目の「ひまわりプール」。昨

年 8 月には、子どもたちによりプール壁面への綺

麗なペイントもされ、5 月 1 日にプール開きとな

ります。利用規定などは決定次第、考える会のホ

ームページへ掲載します。 

 

 

 コロナ禍で活動がしにくい状況ながら、感染対

応を行いながら 11 月以降に実施した考える会

の活動を紹介します。 

①11 月：1 面に掲載した市民センターでのイベ

ント開催。午後には会議室で仲間と久々におしゃ

べりをする会も開き、心が和みました。 

②11 月：青梅市市民活動推進課、教育委員会学

務課に活動を紹介し意見を交換。考える会では定

期的に青梅市の各部署と実施しています。今回

は、地域見守り事業や小曾木地区の学校の未来像

などについても話題となりました。 

③11 月：青梅市移住・定住促進プラン策定懇談

会。今年度より青梅市住宅課が中心となり、積極

的に青梅市に移住・定住を促すプランの検討が開

始され、考える会からも委員に参加し青梅市の魅

力発信と魅力増へ意見交換しています。 

④12 月：「高齢者お助け隊」が活動開始（２面

に掲載）。 

⑤1 月：考える会を開催し、情報交換と今後の予

定の検討を行いました。例年 3 月に実施してい

る「おもちつき」は中止し、感染拡大が収まれば

変わりのイベント検討としました。また、例年 5

月に実施し 

ている「小 

曽木っ子ま 

つり」は秋 

の文化祭の 

時期への延 

期としまし 

た。 

おそきの学校と地域を考える会の活動 

青梅市花木園内で親しまれてきた木製複合遊具。その後

継となる遊具の選定は、地元へのアンケートなども実施し

た上で行われ、新しい複合遊具が決定しました。新しい複

合遊具「アスレチックワンダー」は現在設置工事中で 3 月

下旬ごろには設置完了となります。 

人気のローラーすべり台（全長 211m）を始め、広場、

バーベキューが楽しめる『かまど』（要予約）、自然林など、

子どもから大人まで、より楽しめる場所になりそうです。            

◎「おそき一斉メール」に登録を！！ 

地域情報を適時、また、緊急時に地域情報を 

登録された方に無料でメール配信しています。 

右のアドレス（QR コード）に空メールを送 

ると登録できます。osokinogakkou@gmail.com 

◎ホームページで地域情報の発信をしています。 

「おそきだより」よりも詳細で早い情報の発信となってい

ます。おそきの学校で検索できます。 

◎おそきだよりへの記事、情報をお待ちしています。 

ご連絡はおそき一斉メールのアドレスへメール、または、

小曾木市民センターへお願い致します。 

 

花木園の新しい遊具が決まりました！ 

 私たち考える会の設立当初からのメンバーは、七小・六

中を含めた小曾木地区の 20 年後、50 年後に危機感を感

じ動き始めました。あれから 10 年、考える会は、考え、

行動し、実践し、ここまで来ました。 

 10 年後すら遠く感じるもの。2050 年、今から 30 年

後のカーボンニュートラル（二酸化炭素排出量と自吸収量

の均衡）を目標に世界は急激に動き始めましたが、日本の

エネルギーへの危機感の低さには不安を感じます。 

そして青梅市の未来のために必要な移住・定住の推進の

検討。ひとりひとりが自分の魅力・青梅市の魅力を理解す

ること（自己肯定感）、そして相手にとっての居心地のよ

さを大切にすること。ちょっと明るくおせっかい気味な周

囲の方を見習い、主体的にそんな活動を楽しめる仲間を増

やすことも移住・定住につながると感じます。（若林良弘） 

編集後記 

1 月の考える会 

アスレチックワンダーのイメージ図 


